
岩手大学AFSeC×COI-NEXTセミナー

畜 産
ミートアップ！

第８回：飼料から食卓までの
フードバリューチェーンを考える
（Vol.2）

岩手大学では､科学技術振興機構（JST）の｢共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）｣の支援を受

け､｢農村のなりわいを守り､都市との豊かな結びつきを育む『いわて畜産テリトーリオ』の実現｣を目指

して､産官学連携による研究開発プロジェクトを進めています。

今回のセミナーは、地域における飼料生産の現状と課題を共有し、飼料から食卓までをつなぐ畜産物

の新たなフードシステムの可能性を探ります。Vol.2では畜産物の加工・流通・消費について考えます。

令和7年7月24日 [木] 13:30 -17:00

プロジェクト参画機関の研究者及び職員、
学生等

岩手大学 COI-NEXT事務局 小綿・袖林・青木

〒020-8550  岩手県盛岡市上田三丁目18番33号

TEL：019-621-6874・6517 FAX：019-621-6892  

Mail：iwatecoi@iwate-u.ac.jp
参加申込は右の登録フォームから
※令和7年7月22日(火)まで

こわた

⚫ 日時

⚫ 参加対象 ⚫ 担当（問合せ先）

岩手大学イーハトーヴ協創ラボ
盛岡市上田三丁目18番34号 中央食堂2階

⚫ 会場

13:30 -13:35 挨拶・プロジェクト紹介

13:35 -16:00 講演

1.乳酸菌の抗菌性ペプチドとその利用性

日本大学生物資源科学部食品開発学科教授 川井 泰 氏

2.岩泉ホールディングスにおける6次産業化

岩泉ホールディングス株式会社取締役 佐々木 康幸 氏

3.放牧牛の牛肉品質(仮)

岩手大学農学部動物科学・水産科学科教授 村元 隆行 氏

4.塩の道ストーリーと短角牛の加工品開発、ガストロノミーツーリズム(仮)

株式会社肉のふがね代表取締役 府金 伸治 氏

16:05 -16:55 総合討論：飼料から食卓までのフードバリューチェーンを考える

16:55 -17:00   閉会挨拶

⚫ プログラム

https://iwate-territorio.jp/
https://forms.gle/mu6V6DgC8YmFDG5V7
https://ihatov-lab.iwate-u.ac.jp/#access


⚫ 岩手大学農学部附属産畜産飼料総合教育研究センター（AFSeC）の概要

⚫ 岩手大学COI-NEXTプロジェクト概要

飼料生産流通部門

岩手大学三陸水産
研究センター

新規水産系飼料原料(魚粉など)開発

異常気象下での
飼料作物生産技術

岩手大学農学部附属
FSC 滝沢農場
FSC 演習林

林間放牧技術

飼料の放射能
除染技術

飼養管理部門
・新規飼料資源の栄養分析
と家畜への給与効果の評価

・新規開発飼料の利用による
繁殖性向上技術

・利用休止公共草地の
効率的利用や林間放牧
技術の開発

岩手大学獣医学部附属
動物医学食品安全
教育研究センター

企画調整部門

・学生の実践的教育
・臨床獣医師等への
リカレント教育

・情報プラットフォームの
構築

代謝性疾患
防除技術

・雑穀や未利用魚種魚粉の
飼料化

・ICTによる圃場管理と評価
・飼料評価と貯蔵技術

データサイエンス
部門

・新規開発飼料の国内
流通モデルの構築

・データサイエンス(DS)
   による新規開発飼料
流通モデルの評価

研究成果

研究成果

研究成果

国・地方公共団体

雑穀生産

新規飼料流通
モデルの提示

畜産農家

農研機構東北農業
研究センター

実証試験・
技術の普及

畜産・作
物農家

実証試験・
技術の普及

民間飼料会社・
関連団体

飼料流通ルート
の検証

岩手大学次世代アグリ
イノベーション
研究センター 漁業者

全学センター化による畜産DXの実現

岩手大学獣医学部附属
産業動物臨床・疾病制御

教育研究センター

獣医師への
リカレント教育

各種
実証試験

岩手県農業研究
センター畜産試験場

新規畜産飼料の開発と家畜家禽飼養技術の革新による

畜産エコシステム（岩手モデル）の確立

臨床獣医
師

要望
提供

リカレント教育

岩手
将来的には
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